令和８年度　　校内研究会について
　　　　　　山梨市立山梨北中学校
１　学校課題
本校ではこれまで、GIGAスクール構想のもとICTを活用した授業改善に取り組んできたが、生徒が学びを自ら振り返り、次の学習へ生かす力にはさらなる充実が必要であることが分かった。現行学習指導要領が示す三つの資質・能力を育成するためには、主体的・対話的で深い学びの実現に向け、学習の過程を重視した授業改善が不可欠である。そこで今年度は、ICT等を効果的に活用し、実質的な振り返りを通して自己調整学習を促し、生徒一人一人が学びを組み立てる力を育成することを学校課題として研究を進めていく。

２　研究主題
自ら考え、判断し、学びを創り出す生徒の育成
～学びの過程を大切にし、振り返りを生かした学習者の育成をめざして～

３　主題設定の理由
現行の中学校学習指導要領において、生徒に身につけさせたい資質・能力は「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」の３つの柱となっている。それぞれの資質・能力の育成のためには、さらなる学びの質の向上に向けて「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」を推進していく必要があることが述べられている。
本校では、昨年度、継続研究の最終年度として、「自ら学ぶ力をつける学習指導に関する研究～個別最適な学びの実現に向けたICT活用の在り方～」と研究主題を設定し、継続研究に取り組んできた。その中で、
①「思考力・判断力・表現力を高める取組（山北スタイルづくり）」
②「基礎学力定着の取組」
③「教材教具の開発・工夫とICT活用」
といった３つの観点から主題に迫るべく研究を進めてきた。
文部科学省から「Society 5.0時代を生きる全ての子供たちの可能性を引き出す個別最適な学びと協働的な学びを実現するためには、学校現場におけるICTの積極的な活用が不可欠」であることが示され、「GIGAスクール構想」において１人１台端末が整備され、積極的な活用が求められてきた。また本市においても、令和３年度（2021年）にタブレットが１人に１台貸与され、授業だけでなく、家庭学習でも日常的、かつ効果的に活用してきた。本校ではＩＣＴの操作段階を超え、学習者の思考を深める「使い方」へと質的転換を図る段階へとなりつつある。そこで、形式的ではなく、学習改善へつなげる実質的な「振り返り」にしていくことが、生徒の自己調整学習につながっていくことと考える。
今後は、この振り返りを生かして学習者（生徒）が学びを自ら組み立てる力を育てるための研究を進めていきたい。具体的には、基礎的・基本的な知識技能の定着を土台とし、多様な情報や他者の意見を根拠として活用し、適切な方法を自ら選択・調整して課題に向かうという、学ぶ方法そのものを獲得する学習を目指す。学年や教科のちがいを超えて、学校全体で共有していく。AI（人工知能）が発展し、生徒一人ひとりを取り巻く環境も価値観も多様化している現状を鑑み、多様な子どもたちに、最適な学びの環境をさらに整え、充実させていく必要性がある。このような時代背景の中、 ICTをはじめとしたさまざまな教材教具を効果的に取り入れた、学びの過程を大切にし、振り返りを生かして、学びの質をあげる授業改善へとつなげていきたい。

４　研究の具体的内容と方法
(1)　自ら学ぶ力をつける取組（思考・判断・表現力等を高める取組）
ア　日々の授業実践への導入　　　　 
イ　一人一実践の実施
ウ　研究授業の実施
エ　生徒の振り返りの工夫
（２）　学力を向上させるための家庭学習の充実
　　　　ア　自主学習ノートの活用
イ　朝読書→読書活動の定着
ウ　山北サポートタイム　の実施
(3)　教材教具の開発・工夫
・思考力・判断力・表現力を高められるよう、発問の工夫や生徒活動を取り入れた、学習者主体の授業づくりの研究
・主体的・対話的で深い学びに向けた教材教具の開発・事例研究
・各教科における、自己調整学習に関する教材研究、実践事例の共有化（研究授業・１人１実践）
(4)　その他の取組
・ＱＵアンケートを活用した，集団作りに関する研究
・特別支援教育についての研修

５　研究計画
	
	月　日
	内　容

	　１
	４月２日(水)
	・令和８年度の研究主題,内容の確認

	　２
	４月２２日(水)
	・研究計画・内容について
・令和８年度学習評価について

	　３
	５月26日(火)
	・教材教具の開発，生徒の授業振り返りの方法について（教科）①

	　４
	６月１7日(水)
	・特別支援を要する生徒についての研修　

	　５
	７月１日(水)
	・QUアンケートの検証（学年ごと①）※職員会議後
・家庭学習の状況確認，２学期に向けての課題

	　６
	７月　６日(水)
	・多様化する保護者への対応についての研修

	　７
	８月２８日(金)
	・教材教具の開発，工夫：１人１台タブレットの活用について（教科）②

	　８
	１０月１４日(水)
	・初任者研究授業　授業案検討〈　英語　〉

	　９
	１１月６日(水)
	・初任者（　清水先生 ）研究授業　〈　英語　〉

	１０
	１１月１１日(水)
	・QUアンケートの検証（学年ごと②）

	１１
	１１月１８日(水)
	・初任者研究授業　授業案検討〈　理科　〉

	１２
	1２月９日(水)
	・初任者（　川瀬先生 ）研究授業　〈　理科　〉

	１３
	１２月～１月中
	・教材教具の開発，工夫：振り返りの検討（教科）③

	１４
	２月４日(木)
	・研究のまとめ　※一人一実践提出

	１５
	２月２４日(水)
	・研究の反省と来年度の研究の方向性




